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必要な機能
「コンテンツ・ファインディング」

　パナソニックのプレス・カンファレンスでテレビが復活し

たことが深く印象に残った。私は30余年CESの取材を続

けているが、90年代後半のパナソニックのテレビ展示に

はリアプロジェクターや大画面ブラウン管が並び、その後、

デジタル放送に対応、さらに新デバイスとして液晶やプラ

ズマが登場し、とても賑やかだった。ところがここ10年はサ

ステナビリティ一色になってしまい、寂しい思いをしていた。

しかし、今年のプレス・カンファレンスでは有機ELテレビ、

一眼カメラ、メンズシェーバーを、時間を掛けて丁寧に説明

していた。

　パナソニックの新有機ELテレビで印象に残ったのが

「コンテンツ・ファインディング」だ。放送に加え、無料・有

料のネットコンテンツがあふれ、一体どこに見るべき番組

があるのか。それは大海の中から一匹の魚を探すようなも

のだ。パナソニックは、数多いテレビ用OSの中から、アマ

ゾンの「Amazon Fire TV」を選んだことを高らかに宣言。

ネットと放送、ユーザー自身が持っているコンテンツをシー

ムレスに選択できる機能をアマゾンと共同開発した。その

真意をパナソニックエンターテインメント＆コミュニケーショ

30余年のCES取材から見抜いた
「2024年の新発見」

文：麻倉怜士 デジタルメディア評論家

テレビ、ディスプレイ、映像、AIの新しい切り口が鮮明に見

えたのがCES 2024であった。テレビは決してCESの主

役ではない。相当下位の脇役だが、私にとっては毎年、発

見の宝庫だ。今年のCESのテレビも断然面白かった。


